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根
底
に
あ
る「
限
り
あ
る
資
源
を
大
切

に
し
た
い
」と
い
う
信
念
は
今
も
変
わ

り
ま
せ
ん
。

　

当
社
で
は
、
目
の
前
の
仕
事
に
ま
っ

す
ぐ
取
り
組
め
る
人
、
一
生
懸
命
で
素

直
な
人
、
笑
顔
の
あ
る
人
を
求
め
て
い

ま
す
。
社
員
は
大
切
な
家
族
の
一
員
で

す
。
私
の
デ
ス
ク
は
、
い
つ
も
社
員
と

向
き
合
い
、
来
社
さ
れ
る
お
客
様
を
お

迎
え
し
た
い
と
い
う
思
い
で
、
社
員
と

同
じ
フ
ロ
ア
に
並
ん
で
い
ま
す
。
社
員
一

同
、
同
じ
目
線
で
未
来
を
見
据
え
、
今

以
上
に
地
域
に
貢
献
で
き
る
、
よ
り
高

度
な
リ
サ
イ
ク
ル
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
後
の
さ
ら
な
る
飛
躍
の
た

め
に
は
若
い
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
一

人
ひ
と
り
の
個
性
と
能
力
を
伸
ば
せ
る

環
境
は
、
温
か
い
家
族
経
営
を
続
け
て

き
た
当
社
な
ら
で
は
の
も
の
で
す
。
私

た
ち
と
一
緒
に
未
来
の
環
境
を
守
る
や

り
が
い
の
あ
る
仕
事
を
し
ま
せ
ん
か
？

電
、
廃
自
動
車
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
設
備
は
県
内
有
数

の
規
模
を
誇
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
、
限
り
あ
る

資
源
を
有
効
に
活
用
す
る「
循
環
型
社

会
の
構
築
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

釜
屋
の
歴
史
は
古
く
１
９
０
１
年
に

蚕
糸
・
穀
物
問
屋
と
し
て
創
業
。
大
正

初
期
の
和
紙
原
料
の
回
収
を
皮
切
り
に
、

資
源
回
収
の
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、
１
１
８
年
の
間
、
地
域
の

資
源
の
再
生
を
手
が
け
て
き
ま
し
た
。

社
是
と
し
て
い
る「
海
に
行
け
ば
水
を
、

山
に
行
け
ば
木
を
大
切
に
す
る
こ
と
」

と
は
、
創
業
者
・
近
藤
延
次
郎
の
言
葉

で
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
を
大
切

に
し
て
い
く
こ
と
を
説
い
て
い
ま
す
。

取
り
扱
う
資
源
は
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
変
化
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の

　

県
内
を
中
心
に
、
広
い
エ

リ
ア
で
金
属
や
古
紙
、
廃
家
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●金属・廃棄物リサイクル部門
製造工場や解体現場から発生する鉄・銅・ア
ルミ・ステンレスなどの金属や廃棄物を回収し
て選別・加工を行い、再生メーカー、処分場へ
と出荷。

●廃家電リサイクル部門
エアコン・洗濯機・テレビ・冷蔵庫を受け入
れ、冷蔵庫以外は解体、素材ごとに分別した後、
再生メーカーや再商品化施設へ出荷。

●廃自動車リサイクル部門
自動車の引取りから、フロン回収・解体・破
砕およびリサイクルパーツの取り外しとイン
ターネットでの販売までを一貫して行う。

●古紙リサイクル部門
地域の一般家庭や製造工場から排出される段
ボール、雑誌、新聞紙などの古紙を回収し、選
別・圧縮を行い、製紙メーカーへ出荷。

ほか

CORPORATE

１　2015年に開催された社員家族慰労会。社員
とその家族約300名を新設の工場に招待した

２　古紙を回収する佐藤暢高さん。「古紙の山を
回収車にすべて積み終えたときは達成感があ
ります」と晴れやかな表情だ

３　家電の解体を担当する柳田裕偉さん。多いと
きは1日に100台もこなすという

４　車が好きという成田達之さんは「廃車のパー
ツを復活させられるのがうれしい」と笑顔

５　2018年末の忘年会では、社員がこの日のた
めに練習したひょっとこ踊りを披露したり、
大抽選会などが行われ楽しく盛り上がった

６　廃棄物を破砕機へと運ぶ巨大なタワークレー
ンの前に立つ橋本雅人さんと八木沼楓さん

釜
屋
で
は
、
扱
う
品
に
よ
っ

て
金
属
・
廃
棄
物
、
廃

家
電
、
廃
自
動
車
、
古

紙
の
４
つ
の
リ
サ
イ
ク
ル
部
門
を
設
置

し
、
県
内
６
ヵ
所
に
事
業
所
や
工
場
を

展
開
し
て
い
る
。
２
０
１
５
年
に
は
須

賀
川
市
に
あ
る
金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
廃

棄
物
を
処
理
す
る
本
社
工
場
に
県
内
有

数
の
破
砕
設
備
を
導
入
、
県
内
最
大
規

模
の
処
理
能
力
を
誇
る
。
鏡
石
町
の
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
は
、
県
内
唯
一
の

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
る
再
商
品
化

施
設
に
認
定
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
廃
家

電
が
運
び
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
自
動
車

リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
く
、
廃
自
動
車

の
解
体
工
場
も
併
設
し
て
い
る
。
古
紙

リ
サ
イ
ク
ル
部
門
で
は
須
賀
川
市
、
郡

山
市
、
会
津
若
松
市
に
事
業
所
を
置
き
、

地
域
で
排
出
さ
れ
る
古
紙
を
一
手
に
引

き
受
け
る
。

家
族
の
よ
う
に
温
か
い　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視

　
「
社
員
の
年
齢
は
幅
広
い
で
す
が
、

み
ん
な
気
さ
く
に
話
せ
て
、
仕
事
は
真

面
目
に
取
り
組
む
の
が
い
い
と
こ
ろ
」

と
笑
顔
を
見
せ
る
の
は
、
入
社
２
年
目

の
成
田
達
之
さ
ん
。「
社
員
は
大
切
な

家
族
」と
い
う
近
藤
社
長
の
言
葉
通
り
、

社
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

密
な
職
場
だ
。
事
務
を
担
当
す
る
入
社

４
年
目
の
八
木
沼
楓
さ
ん
は「
身
構
え

ず
に
の
び
の
び
と
働
け
る
の
が
魅
力
」

と
話
す
。
入
社
当
時
は
社
員
の
仲
の
良

さ
に
驚
い
た
と
い
う
。

　

全
社
員
が
集
ま
る
忘
年
会
な
ど
、
交

流
イ
ベ
ン
ト
も
多
い
。
２
０
１
５
年
に

新
設
の
破
砕
施
設
が
完
成
し
た
際
に
は
、

社
員
家
族
慰
労
会
を
開
催
。
お
祭
り
の

よ
う
な
賑
わ
い
を
見
せ
た
。

　

八
木
沼
さ
ん
は「
実
家
が
土
木
業
を

営
ん
で
お
り
、
入
社
前
か
ら
関
わ
り
が

あ
り
ま
し
た
。
取
引
業
者
や
お
客
様
へ

の
対
応
が
と
て
も
良
い
会
社
だ
と
思
っ

て
い
て
就
職
が
決
ま
っ
た
時
は
両
親
も

喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
」と
振
り
返
る
。

長
年
地
域
に
貢
献
し
て
き
た
同
社
は
、

地
域
か
ら
も
愛
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

地
域
に
寄
り
添
い
約
１
２
０
年

人
を
育
て
、
さ
ら
な
る
高
み
へ

　
「
先
輩
社
員
が
温
か
く
指
導
し
て
く

れ
る
の
で
、
技
術
者
と
し
て
す
ぐ
に
活

躍
で
き
ま
す
よ
」と
話
す
の
は
、
総
務

係
長
の
時
田
文
彦
さ
ん
と
法
務
担
当
主

任
の
橋
本
雅
人
さ
ん
。

　

同
社
は
社
員
の
定
着
率
が
高
い
の
も

魅
力
。
新
人
研
修
は
も
ち
ろ
ん
、
入
社

１
、２
年
目
の
若
手
向
け
の
講
習
会
な

ど
も
充
実
し
て
い
る
。
工
場
で
使
用
す

る
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
や
ク
レ
ー
ン
な
ど

に
関
わ
る
資
格
の
取
得
に
は
サ
ポ
ー
ト

が
あ
り
、
社
員
一
人
ひ
と
り
が
技
術
を

磨
い
て
い
る
。
そ
ん
な
働
き
や
す
い
職

場
に
惹
か
れ
て
、
転
職
を
決
め
た
中
途

入
社
の
社
員
も
多
い
と
い
う
。

　

古
く
な
っ
た
も
の
を
新
た
な
資
源
へ

と
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
喜
び
が
、
社
員

た
ち
の
表
情
を
輝
か
せ
て
い
る
。
地
域

全
体
を
仕
事
場
に
、
ど
こ
ま
で
も
地
域

に
寄
り
添
っ
て
い
く
力
が“
釜
屋
ブ
ラ

ン
ド
”だ
。
誇
り
あ
る
釜
屋
の
一
員
と

し
て
、
共
に
歩
ん
で
い
く
若
い
力
を
求

め
て
い
る
。

地
域
と
共
に
、
資
源
を
守
り
約
１
２
０
年

循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
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